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Leontiefmodel を中心どしてｰ--
　国　　　沢　　　　　　　信
　　　　　　　　　　　　　　　　　(教育学部●商業研究室)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.概　　　　　説
　1-1.　Leontiefの投入産出表(input-output table)又は産業連関表(interindustrial table)
と呼ばれるものは，これをみる人の立場を異にすることによって，いろいろの意義をこれに見出
すことであろう。少くとも経済理論を専攻する人達にとっては, Leontiefの投入産出表を極め
て高く評価しこれに大きな意義を見出していることは，幾多の論文に表われていることからも明
かである。筆者はこの表の意義を次の二点において強調したい。第一は理論経済学が, Leontief
の投入産出表によって経済政策へのつながりを得たことである。従来，理論経済学は政策を除外
して純粋に経済理論を研究するものと考えられ，また理論経済学では政策は無縁の学問ともされ
た。ところがこの理論経済学がLeontiefによって政策への結合手段を与えられたのである。理
論経済学は長い間，営々として経済理論の蓄積に専念してきたが，今や其の理論の意義を政策の
上に発揮する機会に恵まれたわけである。極言すれば今日あるがために理論経済学は其の理論の
研究を行ってきたとも云え｡るであろう。
　第二に均衡理論の考察に当って極めて好都合の形式が与えられたことである。一般均衡理論の
体系として種々の体系が考えられようが，これを最簡明に表現しうる形式を提供するものとして
Leontief体系を考えることが出来る。本論文では，このLeontief体系によって均衡理論を分析し
ようとするものである。この場合分析に当っては伝統的方法によるものと①，線型計画によるも
のとの二つが考えられる。線型計画によって分析を進める方が有利な点が存在すると思われるか
ら，以下この方法によって均衡理論の分析を行う。
　2-2.以下一般均衡理論の体系を, Leontief model によって考究しようとするのであるが，
これを線型計画の形式に次の如くに表わすことにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表　　ｌ
企’　企
業●●●●業
l　　　　　　y7，
家　　　　家
計●●●●計
1　　　　　m
企業１
企業n
1 ― ai 1 ･ ･ ･ ･一αla
　　●●●●●●
　　●●●●●●
‾αal °...
1一如a
‾Oln＋１゛゛‾αｈｌ十ｍ
　　●●●●●●
　　●●●●●●
‾On.n＋１°゜‾α几π＋脚
≦0
≦0
家計１
家計m
立
Vl　° .
　　　　●7.
　　　　　-　　　　　V
≦1-1
　●　　.
≦r。
ここに７は家計が其の提供する資源よりの単位所得であって，1･jは資源の価格である。上の表1･
はLeontiefの投入産出表の形式とは多少異るところがある。投入係数，消費係数に負号を付し
たのが其の一である。Leontiefの投入産出表では企業の産出総額は係数欄に記入されないことが
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通常である。この産出総額をＩとして係数欄に記入すると共に投入，消費係数には負号を加えて
区別した。最右端≦Oのについては次の様に解することが出来る。企業１について云えば，第１
行を右にたどりI―ailは企業Ｉの生産総額から自己消費を引去った残りで，これを他企業および
家計に供給する。この供給量は企業１のαｃ加妙価ehlを乗じた(1―aii):≪iである。これに対し
て需要量は－a12χ2…－α1J｡― Ctln。1為。1･■―ain。Ｊ。。。によって表現されるであろう。ここに
Ｚは企業，家計のactivity levelである。この需給関係は一般にi企業について
　　　(I)　―an×l―ai2X2･‥＋(I―ａｕ)洵…一ａｉｎＸｎ-aia+ia;≫。ぐーα。｡。Ｊ９.。≦0
とおくことにする。この式においてはｇ企業の生産物に対する需要が其の供給より大なるものと
仮定される。生産係数及び消費係数であるαは固定しているとの前提をおく。この固定性なる語
の解釈については後述する。(1)は副固の企業群の各々について成立する条件であり，従って
匹ト･βである。恥Z＋1行以下の家計群ｍ個についてぱ
　　　(2)　　　　　　　　　　　(hiVi)つＱづ≦り
を成立せしめる。ここに戸I,….ｍであるがバ2)の意味はりを乗ずることによって明かとなる。
即ちこの左辺家計の行う生産物需要の源泉たる資源を企業が実際に使用する量を示し，家計はこ
の所得の下に極大の満足を生ずる如く生産物を需要する。みについては既述の如く家計ｙの企業
生産物の購入源であって，家計yの活動水準心祠を考慮して最適状態では
ijXn +j― 2jI.ai≫＋i　ｐにＸｎ＋ｉとなる。右辺は家計の生産物消費額であって，家計は自己の消費額に等し
い資源供給乃心肩を行うか，･企業はこの資源を生産に投入し，資源の余剰を出来る丈少くするよ
う生産水準をきめる。
　以上によって多少予備的説明をなしたから表１を用いて線型計画の形にLeontief model を表
現し･一般均衡の問題を考えることにする。云うまでもなくLeontief model においては結合生
産は存在せず，生産函数関係は一次同次の形をとり収穫不変性の条件が成立する等，生産函数に
おいて極めて単純化された推究に好都合な状態にある。また家計の消費系列についても,一次関係
の前提に立っているから同様に線型計画の対象にすることが出来る。さて表１の線型計画化は次
の様になる。まず通常技術行列と呼ばれる生産係数または投入係数より成る行列は，この場合拡
張されて消費係数を含む行列となり，其の要素は表Ｉに表われているものより成り，活動水準を
表すズには企業活動を表わす副因と消費活動を表現するz7バ固が存在する。目的函数の係数には企
業生産余剰川因の価格μと家計の単位消費率に伴う余剰をおく，例えば家計yの単位消費率は，
(－Ol≫＋i・‘･－～４)であるからこれに対応して資源供給も行わねばならぬ，斯くて最適状態では
生産物需要額と資源供給額とは均等する，従って生産物需要と資源供給の活動の余剰はOである。
かくて求める線型計画は
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を極大化することである。(3), (4),(5)によって表現される線型計画の構想は次の様である。生産物
余剰ρ及び余剰Ｏを与える。更に家計の供給する資源の価格むを与える。　然る時は所与p,vの値
に対して(5)を極大化する様jx;の数量を定める｡⑦かくて(3)のzz十I列以下の値が定まるから，これ
に対してぐ3)の右辺の制約に従って企業は生産量Ｊを変動せしめて(5)の7z項迄の和を極大にするで
あろう。この様にして初めに与えられたρ,むの値に対して(5)を極大ならしめるｘの値が定まる。
別のＰヽＶの組に対しては，これに応ずるｚの値が定まって(5)のＺを極大ならしめるであろう。
所与とすろＰ・Ｖの値によって，これに応ずる(5)を極大にするｚが定まる。このｚは消費者に対し
ては収支を均等ならしめる消費量，生産者に対しては余剰価額を極大ならしめる数量で，これで
解は求められた如くである。ｕかしながら詳しく吟味するならば上の体系に対しては，考慮すべ
き点が考えられる。第一はｚが最適解に収斂するか否かが問題であるが(3)からみるとおり，技術
行列の構成要素からみて問題は生じない。また解の存在性，一意性も線型計画の解の性質より見
て問題はない。第二は初めに所与して与えるｐ,T)の値を何によって決定するかである。p,vが与
えられると最適解ｚが定まるわけであるが，ρ,引こ対応するｚが定まることは最初から均衡値ρ，
ｘを与え，そしてこれに応ずる均衡値ｚを定めることに等しい。この最初に与えるβ,むの決定が
問題となるのである。従来の均衡理論では，このρ,りも矢張り体系の内部から決定された。
　上記とは別の見地から上の体系を変更して以下の様に設定する
　1-3.われわれは表１を次の如く書きかえる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表　　２
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表２におけろり(紳し‥㈲は資源の供給量でこの函数は
(6) ri＝Fi(ρU--.P・･z'19 1'･,v ) ■
の形式をとるものとし，各家計群毎に一種類の資源を供給すると仮定する。この資源の供給函数
を前述した(3),(4),(5)による線型計画に加えることになるのであるが，更に(5)によって表現される
目的函数は敷用指標り(戸し‥,㈲に評価ベクトルおきかえる，表2によって表現される線型計
画は資源供給を与えられた時，企業はこれを最も有敷に使用して生産し，家計は極大満足をうる
如く。この生産物を消費することである。即ち生産物価格の評価ヴェクトルをＯとおき効用のみ
の極大を求めることにする。斯く修正された線型計画は次の如くになる。表現を簡易ならしめる
ために表２における係数をＪとし，そのうち7z行列までをAiun列第71＋1行以下を。421とする
更に残余をj12とおけば
(7) j＝(jに2)
となる。またこれに対応する活動水準Ｘを
４(8)
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に分ける。然るときは前山(3)に対応して･
(9) ｊｘ＝
xづt〕
????????
詣）
ここにＲはりり＝1,…β)を成分七する列ヴェクトルである。次に
　　　(10)　　　　　　　　　　'χﾌﾞ1≧O，χ２≧0
　　　(II)　　　　　　　　　　　　　Z=CX2 =ｍａｘｉｍｕｍ.
但しＣはC=(CにＧ)である。(9),鉢叩が(3)C4)バ5)に対応する線型計画であるが，既述の如く
これに附加して(6)即ち
　　　(６)　　　　　　　　　　　jR = F(P, V)
をおくことにする。これに対する解を求め'るには次の様に考えうると思われる。初めに(6)によっ
て与えられた価格Ｐ,Ｆに対して家計の資耶供給量が定められる。Ｆが資源の価格であるから，
この価格に対して資源供給が定め･られることは当然であるが，生産物価格は資源を提供する家計
が購入する生産物価格を考慮することを意味し，資源の供給量はその価格との関連から所得，従
ってまた需要する生産物総額も規定してくるのである。さてこのように資源供給量が定まれば，
企業はこの資源を最大限に利用して生産物を生産し，家計に極大効用をもたらす如く生産物の供
給に努めるであろう。ところで資源の供給量が固定して不変の場合には，家計が消費の増大を要
求して私企業は資源の利用可能量の制約のために生産しうる数量には限度が存する。線型計画
はこの事情から生産限界か存在する。然るに前山(9)バ:io), (11),(6)による体系では，価格によって供
給量の変動する資源の供給函数がある。従って(9), (10),ai)の線型計画において，家計の生産物に対
する需要が強ければレ生産物の価格を亭め乙傾向を生じ，これはまた資源価格を高くするであろ
う。斯くて(6)における資源の供給量はまし，企業は増加した資源を充分利用して家計の需要に応
ずることになるであろう。
　1-4.このようにして均衡状態への達成というものが考えられる｡'この節では上述した(9), (10),
圓バ6)によって示され均衡体系に関連するところの二三の問題について考えておきたい。初めに
上記の体系の収斂性の問題であるが，倒, (10),ai)による線型計画が効用Ｃを常数としたとき，資源
量Ｒが与えられれば最適解ｘoりこ収斂することは明らかである。これに資源の供給函数が加って
も同様であろうと｡思われる。いまＦ,りが与えられたとするとこれに応ずるRiが定まる。この
Riより求められた最適解ｘi2が家計の薗要をみたすに足らない時は価格のとうきを生じ，新ら
たなＰ２＞ＰＩ,Ｆ゛＞Ｆｉに対してR2＞Riなる資源供給量はX22＞ｘi2なる消費量を最適ならし
め，これは家計需要をみたすにより適当なものとなるであろう。このようにして次第に均衡に収
斂すると考えられる。たとえ途中においでこのような一意的な収斂過程をたどらないとしても，
試行を繰返すうちはやがて均衡値よりの距離を縮少し，終局的には均衡値に達すると考えられ
る＠。
　また初めに得られた最適解ｘi2が家計需要量より大なる時は，極大効用の考慮を払うまでもな
く企業生産量の低下を行わねばなら･ない。即ち価格の低下ｉ．　Ｐ３くP ,V'<V＼R'くRiより前
述したところと反対の過程をたどり，均衡値に収斂するであろう。
　斯くて均蔚値を与える価格po yoヽに到贈したとする。このpo yoに対しては資源供給量Ro
が定まり，これより最適消費量がｘo2一意的に定まる。即ちｘo2はこれ以上効用をまし得ない消
費量を示しまたこの消費量は唯一の組である。
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　次に(9),do)バID,(6)によって柵成される均衡体系は次の諸式によって構成される均衡体系と如何
なる関係に立つであろうか，即ち行列表現を行って，資源の投入係数を
(12)
とおけば
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詣 〔Ｐ，門'≧Ｐ'
　　　(16)　　　　　　　　　　　　　　　R=F(P,V)
で表現される体系である④｡ここにＰは副因の要素より成る行ヴェクトル，またＦはｍ個の要
素より成る行ヴェクトルである。この体系では生産は資源Ｒのみを投入して生産を行うことが仮
定されている。これらの式のうち資源の供給函数a6)は(6)と同一である。また03)は(9)のうちでj21
XI≦Ｒと同一式であり，固の生産費と生産物価格との関係式はわれわれの体系には存しないが
印は(9),(10),ai)のうちから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈:））･vy^P'
なる関係は出てこなければならぬ。これについては後続の論文にゆづる。最後の家計の需要函数
卯もこのままの形式ではわれわれの体系には見出し得ない。しかしながら効用極大ならしめる様
家計の生産物に対する需要を設定した。郎の表現は価格を考慮してないが，生産物を需要する家
計は，同時に資源の供給函数(6)をもち, (6)における変数Ｐ，ｙは資源の供給量を規定すると同時
に，資源の供給より得られる所得関係から･，需要する生産物価格が考慮されているである。従の
って生産物を需要するに当っては生産物価格は(6)を通じ資源の供給量に影響し，生産量変動を通
じて家計の需要量に影響するであろう。更に生産物価格と需要との関係については既に述べた。
　これによってみる時は(9), (10),ai),(6)による均衡体系は他の一般均衡体系と同様の内容を表現し
ていると考えられ，表現の簡潔さにおいて有利性がみとめうると思われる。更にこの体系は
Leontiefのclosed model を均衡体系に表現したものといいうる。てれに対してopen model に
おいては家計の生産物需要量と資源の供給量は与えられた常数となるから更に簡単な表現となる
であろう。即ちこれは部分均衡と考えれば(9)において家計の生産物需要をｙなる副因の要素より
なる列ヴ４クトルとすれば. (9)における前出の記号を用いれば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J11 χ1≧ｙ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　χ1≧0
の制約下に投下資源価値Ｓについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓχ｡＝ＴｎｉＴｉ，
とするも一つの行き方である。
註　①　伝統的理論との比較については例えば，
　　　　Dorfman Samuelson and Solow, 乙near政昭Γam面河とmd Economic Analysis,p.335以下をみよ。
　　②　勿論この陳述は純粋に経済学的な立場から述べたもので実際の計算の逐行は(3),開式の係数決定に
　　　　よって行われる，勿論７の値も与える。
③　ここで説明を付加しておきたい，企業，生産物が家計需要をみたすに足らないとしても線型計画と
　　してはこの生産物の範囲内で家計需要をみたす行き方をとる。ただ家計としては自ら資源，供給量
　　を変化しうる関係に立っているから，よりよい価格に対しては資源供給をましうる。本文ではこれ
　　を云っている。
　　　また生産物は余剰を生ずる時は線型計画としては余剰を生じた生産物を自由財として取扱うこと
　　になる。ただ供給函数剛を家計が提供する以上価格の低下した資源に対しては，其の供給を減少せ
　　ざるを得ないであろう。
④　前掲書357頁以下をみよ
(昭和33年９月30日受理)

